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導
案

指
導
者
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朋
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一

日

時

平
成
二
十
九
年
七
月
七
日
（
金
）
第
六
限

二

学

級

第
三
学
年
四
組
（
男
子

二
十
名

女
子

二
十
名
）
・
・
文
系
ク
ラ
ス

三

場

所

図
書
室

四

単

元

「
あ
の
日
宣
旨
は
下
さ
れ
た
」

テ
レ
ビ
番
組
の
制
作
と
相
互
批
評
を
通
し
て
、
作
品
を
深
く
鑑
賞
し
よ
う
。

五

単
元
の
目
標

（
１
）
古
典
を
読
ん
で
、
内
容
を
構
成
や
展
開
に
即
し
て
的
確
に
と
ら
え
る
こ
と
。

（
２
）
古
典
な
ど
に
表
れ
た
思
想
や
感
情
を
読
み
取
り
、
人
間
、
社
会
、
自
然
な
ど
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
。

（
「
指
導
事
項
」
の
ア
）

六

取
り
上
げ
る
言
語
活
動
と
教
材

（
１
）

図
書
館
な
ど
を
利
用
し
て
古
典
な
ど
を
読
み
比
べ
、
そ
こ
に
描
か
れ
た
人
物
、
情
景
、
心
情
な
ど
に
つ

い
て
、
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
文
章
に
ま
と
め
た
り
話
し
合
っ
た
り
す
る
こ
と
。

（
「
言
語
活
動
例
」
の
ウ
）

（
２
）

教
材

「
道
長
と
女
院
詮
子
」
『
大
鏡
』
（
『
古
典
Ａ
』
第
一
学
習
社
）

七

単
元
の
具
体
的
な
評
価
規
準

（
１
）

古
典
を
読
ん
で
、
内
容
を
構
成
や
展
開
に
即
し
て
的
確
に
と
ら
え
よ
う
と
し
て
い
る
。(

知
識
・
理
解)

（
２
）

古
典
な
ど
に
表
れ
た
思
想
や
感
情
を
読
み
取
り
、
人
間
、
社
会
、
自
然
な
ど
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
（
読
む
能
力
）

八

指
導
観

（
１
）

単
元
観

『
大
鏡
』
は
、
三
人
の
老
人
と
若
侍
が
歴
史
語
り
を
し
て
い
た
場
に
居
合
わ
せ
た
人
物
が
、
聞
い
た
話

を
語
る
と
い
う
体
裁
を
と
り
、
歴
史
の
表
裏
を
い
き
い
き
と
描
写
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
様
々
な
資
料

と
関
連
づ
け
さ
せ
な
が
ら
主
体
的
・
協
働
的
に
読
む
こ
と
で
、
歴
史
上
の
人
物
の
人
間
性
や
心
情
を
捉

え
る
方
法
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

（
２
）

学
習
者
観

学
習
態
度
は
良
好
で
、
グ
ル
ー
プ
学
習
の
場
面
で
も
協
力
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
文
系
で
古
典
の
配

当
時
間
が
多
い
ク
ラ
ス
で
あ
る
が
、
学
習
に
対
し
て
や
や
受
け
身
的
な
傾
向
が
あ
り
、
知
識
が
断
片
的
で

あ
っ
た
り
、
文
章
の
読
み
取
り
の
み
で
満
足
し
て
し
ま
う
生
徒
も
い
る
。
主
体
的
に
考
え
、
知
識
を
活
用

す
る
こ
と
で
、
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
の
能
力
や
、
古
典
に
親
し
ん
で
読
む
楽
し
さ
味
わ
う
姿
勢
を
養

い
た
い
。

（
３
）

教
材
観

藤
原
氏
の
系
図
や
当
時
の
政
情
の
あ
ら
ま
し
な
ど
の
歴
史
的
背
景
が
な
い
と
、
内
容
理
解
が
表
面
的
に

な
り
が
ち
で
あ
る
。
様
々
な
知
識
を
考
え
合
わ
せ
た
う
え
で
、
登
場
人
物
そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
像
や
心
情

を
捉
え
る
こ
と
で
、
作
品
を
自
ら
深
く
読
解
し
て
味
わ
う
お
も
し
ろ
さ
を
体
験
で
き
る
教
材
で
あ
る
。

な
お
、
番
組
化
す
る
こ
と
で
、
「
物
語
の
語
り
方
」
に
つ
い
て
ま
で
考
え
さ
せ
た
い
。



九

単
元
の
指
導
計
画

次

学
習
活
動

言
語
活
動
に
関
す
る
指
導
上
の
留
意
点

◇
評
価
規
準

時
間

◆
評
価
方
法

第
１
次

・
文
学
史
に
つ
い
て
理
解

・
教
科
書
の
解
説
な
ど
を
参
考
に
し
て
、
『
大

◇
（
１
）

３
時
間

す
る
。

鏡
』
の
特
徴
と
文
学
史
的
位
置
づ
け
や
、

◆
記
述
の
点
検
（
ノ
ー

当
時
の
歴
史
的
背
景
を
つ
か
ま
せ
る
。

ト
）

・
本
文
の
内
容
を
と
ら
え

・
重
要
語
句
や
文
法
事
項
に
つ
い
て
確
認
し

る
。

な
が
ら
、
現
代
語
訳
さ
せ
る
。

・
登
場
人
物
の
相
互
関
係
を
正
し
く
押
さ
え

さ
せ
る
。

第
２
次

・
補
助
資
料
を
読
み
取
り
、
・
活
動
の
意
図
を
伝
え
る
。

３
時
間

情
報
を
活
用
す
る
。

・
ジ
グ
ソ
ー
法
に
よ
り
、
補
助
資
料
を
分
担

し
て
読
み
込
む
。

・
自
班
に
戻
り
、
担
当
資
料
に
つ
い
て
発
表

し
あ
う
。
情
報
を
結
び
付
け
、
登
場
人
物

の
人
物
像
や
歴
史
的
背
景
を
捉
え
さ
せ
る
。

・
人
物
像
や
心
情
が
最
も

・
補
助
資
料
で
得
た
知
識
を
反
映
さ
せ
、
最

◇
（
１
）
（
２
）

よ
く
伝
わ
る
番
組
形
態

も
そ
れ
を
表
現
で
き
る
番
組
形
態
を
考
え

◆
記
述
の
確
認
（
台
本

を
考
え
、
番
組
を
制
作

た
う
え
で
、
番
組
を
制
作
す
る
。

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
）

す
る
。

・
必
要
に
応
じ
て
、
他
の
資
料
も
調
べ
さ
せ

る
。
ネ
ッ
ト
検
索
の
場
合
は
、
出
典
を
明

確
に
し
、
原
文
に
あ
た
ら
せ
る
。

・
番
組
名
を
考
え
る
。

・
必
要
に
応
じ
て
フ
リ
ッ
プ
や
小
道
具
、
パ

・
発
表
準
備
を
す
る
。

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
作
っ
て
も
良
い
こ
と
と

す
る
。

第
３
次

・
活
動
内
容
の
確
認
を
す

・
活
動
の
意
図
を
伝
え
る
。

◇
（
１
）
（
２
）

３
時
間

る
。

・
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
説
明
を
行
う
。

◆
記
述
の
確
認
（
台
本

・
各
班
番
組
を
発
表
す
る
。
・
他
班
は
メ
モ
を
と
り
な
が
ら
視
聴
す
る
。

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
、
評

・
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
従
っ
て
相
互
評
価
を
行

論
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
）

・
発
表
後
、
制
作
班
は
自

う
。

◆
行
動
の
確
認
（
発
表

己
評
価
を
行
い
、
視
聴

・
最
初
の
班
の
発
表
の
み
、
評
価
の
説
明
を

と
評
論
・
評
価
の
内

班
は
番
組
評
論
と
評
価

行
う
。

容
）

を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
ま

・
班
内
で
話
し
合
い
に
よ
り
、
意
見
を
統
一

と
め
、
相
互
評
価
を
行

さ
せ
る
。

う
。

・
優
秀
作
品
を
選
ば
せ
る
。

・
班
内
で
話
し
合
い
、
根
拠
を
明
確
に
し
て

意
見
を
統
一
さ
せ
る
。

・
心
情
を
全
体
で
ま
と
め

・
各
班
の
「
評
論
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
」
を
ま
と

る
。

め
た
も
の
を
配
布
し
、
発
表
内
容
な
ど
の

◇
（
２
）

振
り
返
り
を
し
て
、
心
情
を
確
認
さ
せ
る
。

◆
記
述
の
確
認
（
振
り

・
相
互
評
価
を
、
自
班
や

・
他
班
評
価
も
踏
ま
え
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
で

返
り
シ
ー
ト
）

個
人
評
価
に
還
元
す
る
。

自
班
を
再
評
価
さ
せ
る
。

・
他
班
評
価
・
自
班
評
価
を
見
て
、
個
人
で

活
動
を
振
り
返
り
、
自
己
評
価
さ
せ
る
。

・
振
り
返
り
シ
ー
ト
の
質
問
項
目
に
つ
い
て

説
明
す
る
。

・
活
動
の
意
図
を
再
確
認
す
る
こ
と
で
、
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
気
づ
か

せ
た
い
。

十

本
時
の
目
標

古
典
な
ど
に
表
れ
た
思
想
や
感
情
を
読
み
取
り
、
人
間
、
社
会
、
自
然
な
ど
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
（
「
指
導
事
項
」
の
ア
）



十
一

本
時
の
評
価
規
準

古
典
な
ど
に
表
れ
た
思
想
や
感
情
を
読
み
取
り
、
人
間
、
社
会
、
自
然
な
ど
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
（
「
指
導
事
項
」
の
ア
）

十
二

本
時
（
第
３
次
の
２
時
間
目
）
の
指
導

学
習
段
階

学
習
内
容

学

習

活

動

言
語
活
動
に
お
け
る
指
導
上
の
留
意
点

導
入

・
本
時
の
学
習
内

・
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
レ
ベ
ル
を
確

・
発
表
を
評
価
す
る
際
の
、
レ
ベ
ル
の

２
分

容
を
知
る
。

認
す
る
。

違
い
を
理
解
さ
せ
る
。

展
開

・
班
ご
と
に
発
表

・
最
初
の
班
が
発
表
を
行
う
。

・
発
表
が
円
滑
に
進
行
す
る
よ
う
に
観

４
５
分

を
行
う
。

・
他
班
は
発
表
を
見
て
、
必
要
に

察
・
補
助
す
る
。

応
じ
て
自
分
の
台
本
ワ
ー
ク
シ

◇
本
時
の
評
価
規
準

ー
ト
に
メ
モ
や
加
筆
訂
正
を
す

◆
記
述
の
確
認
（
台
本
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
、

る
。

評
論
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
）

◆
行
動
の
確
認
（
発
表
と
評
論
・
評
価

の
内
容
）

・
評
価
を
行
う
。

・
制
作
班
は
、
自
己
評
価
を
行

・
班
で
検
討
し
た
う
え
で
評
価
を
決
め

う
。
視
聴
班
は
、
番
組
評
論

さ
せ
る
。

と
評
価
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に

・
根
拠
を
明
確
に
し
て
評
価
さ
せ
る
。

ま
と
め
る
。

・
番
組
の
「
お
も
し
ろ
さ
」
で
評
価
す

る
の
で
は
な
い
こ
と
を
伝
え
る
。

・
発
表
、
評
価
を

・
順
番
が
来
た
班
は
前
に
出
て
発

他
の
三
つ
の
班

表
す
る
。

が
繰
り
返
す
。

・
優
秀
作
品
を
選

・
全
班
の
発
表
を
受
け
て
、
優
秀

・
班
で
検
討
し
た
う
え
で
優
秀
作
品
を

ぶ
。

作
品
を
選
ぶ
。

を
決
め
さ
せ
る
。

終
結

・
次
時
の
学
習
内

・
次
時
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
確

・
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
や
評
価
プ
リ
ン
ト
を

３
分

容
を
知
る
。

認
す
る
。

各
班
の
封
筒
に
入
れ
さ
せ
、
回
収
す

る
。

十
三

評
価
の
観
点
と
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

レ
ベ
ル

観
点

５

３

１

Ａ

登
場
人
物
の
人
物
像
を
、
資

登
場
人
物
の
人
物
像
を
、
教

教
科
書
や
資
料
に
基
づ
か
な

人
物
理
解

料
な
ど
を
活
用
し
て
把
握
し
、
科
書
本
文
の
み
を
根
拠
に
把

い
、
誤
っ
た
人
物
理
解
を
し

(

番
組
内
容)

番
組
に
反
映
さ
せ
て
い
る
。

握
し
、
番
組
に
表
現
し
て
い

て
い
る
。

る
。

Ｂ

登
場
人
物
の
心
情
を
、
資
料

登
場
人
物
の
心
情
を
、
教
科

心
情
を
表
現
せ
ず
、
登
場
人

心
情
把
握

な
ど
を
活
用
し
て
把
握
し
、

書
本
文
の
み
を
根
拠
に
把
握

物
の
行
動
の
み
を
番
組
に
表

(

番
組
内
容)

番
組
に
反
映
さ
せ
て
い
る
。

し
、
番
組
に
表
現
し
て
い
る
。

現
し
て
い
る
。

Ｃ

人
物
像
や
心
情
を
効
果
的
に

番
組
の
構
成
上
、
表
現
面
に

人
物
像
や
心
情
が
伝
わ
り
づ

表
現
の
工
夫

表
せ
る
番
組
構
成
を
と
っ
て

不
十
分
な
点
は
あ
る
が
、
人

ら
い
番
組
構
成
を
と
っ
て
い

(

番
組
構
成)

い
て
、
視
聴
者
側
に
よ
く
伝

物
像
や
心
情
が
伝
わ
っ
て
く

る
。

わ
る
。

る
。

十
四

御
高
評



第３次資料

「
道
長
と
女
院
詮
子
」

（

）
組
（

）
番
（

）

☆
番
組
表

Ｃ
ｈ
．

放
送
局
名

番
組
タ
イ
ト
ル

①

１

Ｏ
Ｎ
Ｅ
チ
ャ
ン
テ
レ
ビ

宣
旨
が
下
ら
な
い
な
い
ば
ぁ

②

８

Ｈ
ｉ
ｇ
ｈ

Ｔ
ｒ
ｅ
ｅ
Ｔ
Ｖ

ア
メ
ト
ー
ク

～
詮
子
大
好
き
芸
人
～

③

４

あ
け
ぼ
の
テ
レ
ビ

お
は
よ
う
道
長

ス
リ
ー
フ
ォ
ー

④

７

テ
レ
ビ

３

４

Ｆ
ス
タ
ジ
オ

⑤

６

プ
リ
ン
ス
チ
ャ
ン
ネ
ル

ア
メ
ト
ー
ー
ー
ク

～
道
長
大
好
き
芸
人
～

⑥

５

と
く
Ｔ
Ｖ

道
長
に
宣
旨
下
っ
た
っ
て
、
ま
？

⑦

２

Ｍ
Ｈ
Ｋ
教
育

懐
仁
っ
て
ど
ん
な
人
？

⑧

３

Ｍ

Ｓ

Ｂ

平
安
の
貴
公
子
道
長
ｖ
ｓ
親
の
七
光
り
伊
周

☆
番
組
の
内
容
を
、
左
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
沿
っ
て
評
価
し
よ
う

※
班
長
が
中
心
と
な
っ
て
、
必
ず
班
で
話
し
合
っ
て
評
価
を
決
め
、
別
紙
（
各
班
１
枚
）
に
記
入
す
る
。

※
自
分
の
担
当
資
料
の
内
容
が
表
現
さ
れ
て
い
た
ら
、
必
ず
話
し
合
い
時
に
指
摘
し
ま
し
ょ
う
。

〈
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
〉

レ
ベ
ル

観
点

５

３

１

Ａ

登
場
人
物
の
人
物
像
を
、
資

登
場
人
物
の
人
物
像
を
、
教

教
科
書
や
資
料
に
基
づ
か
な

人
物
理
解

料
な
ど
を
活
用
し
て
把
握
し
、
科
書
本
文
の
み
を
根
拠
に
把

い
、
誤
っ
た
人
物
理
解
を
し

(

番
組
内
容)

番
組
に
反
映
さ
せ
て
い
る
。

握
し
、
番
組
に
表
現
し
て
い

て
い
る
。

る
。

Ｂ

登
場
人
物
の
心
情
を
、
資
料

登
場
人
物
の
心
情
を
、
教
科

心
情
を
表
現
せ
ず
、
登
場
人

心
情
把
握

な
ど
を
活
用
し
て
把
握
し
、

書
本
文
の
み
を
根
拠
に
把
握

物
の
行
動
の
み
を
番
組
に
表

(

番
組
内
容)

番
組
に
反
映
さ
せ
て
い
る
。

し
、
番
組
に
表
現
し
て
い
る
。

現
し
て
い
る
。

Ｃ

人
物
像
や
心
情
を
効
果
的
に

番
組
の
構
成
上
、
表
現
面
に

人
物
像
や
心
情
が
伝
わ
り
づ

表
現
の
工
夫

表
せ
る
番
組
構
成
を
と
っ
て

不
十
分
な
点
は
あ
る
が
、
人

ら
い
番
組
構
成
を
と
っ
て
い

(

番
組
構
成)

い
て
、
視
聴
者
側
に
よ
く
伝

物
像
や
心
情
が
伝
わ
っ
て
く

る
。

わ
る
。

る
。



第３次資料

【

】
Ｃ
ｈ
．

「
道
長
と
女
院
詮
子
」
相
互
評
価
シ
ー
ト

１

Ｃ
ｈ
．
の
評
価

Ａ

Ｂ

Ｃ

合
計

番
組
評
論

８

Ｃ
ｈ
．
の
評
価

Ａ

Ｂ

Ｃ

合
計

番
組
評
論

４

Ｃ
ｈ
．
の
評
価

Ａ

Ｂ

Ｃ

合
計

番
組
評
論

７

Ｃ
ｈ
．
の
評
価

Ａ

Ｂ

Ｃ

合
計

番
組
評
論

６

Ｃ
ｈ
．
の
評
価

Ａ

Ｂ

Ｃ

合
計

番
組
評
論

５

Ｃ
ｈ
．
の
評
価

Ａ

Ｂ

Ｃ

合
計

番
組
評
論

２

Ｃ
ｈ
．
の
評
価

Ａ

Ｂ

Ｃ

合
計

番
組
評
論

３

Ｃ
ｈ
．
の
評
価

Ａ

Ｂ

Ｃ

合
計

番
組
評
論

☆
優
秀
作
品
を
１
つ
選
ぼ
う

Ｃ
ｈ
．



第３次３時間目資料

「
道
長
と
女
院
詮
子
」
振
り
返
り
シ
ー
ト

３
年
（

）
組
（

）

☆

自
分
の
班
の
評
価
を
行
い
、
他
班
か
ら
の
評
価
を
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
最
後

に
自
分
で
こ
の
授
業
で
の
活
動
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

該
当
す
る
と
こ
ろ
に
○
を
つ
け
、
感
想
を
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。

１

登
場
人
物
の
人
物
像
や
心
情
を
、
グ
ル
ー
プ
で
検
討
し
た
り
、
補
助
資
料
を
も
と
に
「
自
分(

た

ち)

で
考
え
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
深
く
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
か
。

（

よ
く
で
き
た

・

あ
る
程
度
で
き
た

・

あ
ま
り
で
き
な
か
っ
た

・

全
く
で
き
な
か
っ
た

）

２

補
助
資
料
以
外
に
も
情
報
を
収
集
し
、
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
か
。

（

よ
く
で
き
た

・

あ
る
程
度
で
き
た

・

あ
ま
り
で
き
な
か
っ
た

・

全
く
で
き
な
か
っ
た

）

３

こ
の
授
業
で
の
活
動
を
通
し
て
、「
物
語
の
語
り
方
」
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
か
。

（

よ
く
で
き
た

・

あ
る
程
度
で
き
た

・

あ
ま
り
で
き
な
か
っ
た

・

全
く
で
き
な
か
っ
た

）

４

こ
の
授
業
で
の
活
動
を
通
し
て
、
効
果
的
な
表
現
方
法
を
工
夫
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
か
。

（

よ
く
で
き
た

・

あ
る
程
度
で
き
た

・

あ
ま
り
で
き
な
か
っ
た

・

全
く
で
き
な
か
っ
た

）

５

相
互
評
価
を
行
う
際
は
、
根
拠
を
明
確
に
評
価
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
か
。

（

よ
く
で
き
た

・

あ
る
程
度
で
き
た

・

あ
ま
り
で
き
な
か
っ
た

・

全
く
で
き
な
か
っ
た

）

６

こ
の
授
業
で
の
活
動
を
通
し
て
、
本
文
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
か
。

（

よ
く
で
き
た

・

あ
る
程
度
で
き
た

・

あ
ま
り
で
き
な
か
っ
た

・

全
く
で
き
な
か
っ
た

）

７

こ
の
授
業
に
よ
り
、
自
ら
深
く
読
解
し
て
作
品
を
味
わ
う
お
も
し
ろ
さ
を
体
験
で
き
ま
し
た
か
。

（

よ
く
で
き
た

・

あ
る
程
度
で
き
た

・

あ
ま
り
で
き
な
か
っ
た

・

全
く
で
き
な
か
っ
た

）

８

こ
の
授
業
に
よ
り
、
今
後
、
様
々
な
作
品
を
読
む
と
き
に
読
み
方
が
変
わ
る
（
変
え
よ
う
）
と

思
い
ま
し
た
か
。

（

そ
う
思
う

・

ま
あ
そ
う
思
う

・

あ
ま
り
思
わ
な
い

・

全
く
思
わ
な
い

）

【
班
活
動
や
発
表
に
つ
い
て
の
感
想
】



第２次２時間目資料

「
あ
の
日
宣
旨
は
下
さ
れ
た
」

—
「
道
長
と
女
院
詮
子
」
を
番
組
化
し
よ
う
—

〈
活
動
内
容
〉

☆
「
道
長
と
女
院
詮
子
」

教
科
書
Ｐ
３
２
Ｌ
９
ま
で

を
番
組
化
し
よ
う
☆

(

１)
最
も
人
物
像
や
心
情
が
伝
わ
る
番
組
形
態
を
考
え
よ
う
。

(

２)

補
助
資
料
を
も
と
に
、
人
物
像
や
心
情
が
う
か
が
え
る
台
詞
・
動
作
な
ど
を
考
え
て
「
台
本
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
」
に
各
自
で
記
入
し
よ
う
。

※

番
組
化
す
る
時
は
、
必
ず
人
物
像
や
心
情
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
。
本
文
そ
の
ま
ま
の
台
詞
は
不
可
！

※

番
組
は
５
分
以
内
と
し
ま
す
。

(

２)

必
要
な
役
割
を
考
え
役
決
め
を
し
よ
う
。

(

３)

番
組
タ
イ
ト
ル
を
考
え
よ
う
。

(

４)

発
表
に
向
け
て
、
動
き
な
ど
の
練
習
を
し
よ
う
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
小
道
具
も
準
備
し
よ
う
。

☆
制
作
時
の
注
意
事
項
☆

・
必
要
に
応
じ
て
、
さ
ら
に
資
料
を
調
べ
よ
う
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
用
し
た
場
合
、
出
典
を
「
台
本
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
」
に
書
い
て
お
く
。

た
だ
し
、
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
自
体
の
み
は
不
可
と
し
ま
す
。
実
際
の
本
に
あ
た
る
こ
と
。

→
必
要
が
あ
れ
ば
コ
ピ
ー
で
き
ま
す
。

・
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
使
い
た
け
れ
ば
可
と
し
ま
す
。
フ
リ
ッ
プ
な
ど
も
作
っ
て
も
良
い
で
す
。

→
必
要
材
料
は
要
相
談
。

☆
制
作
の
ポ
イ
ン
ト
☆

・
番
組
の
内
容
面
：
資
料
を
活
用
で
き
て
い
る
か
、
人
物
像
や
心
情
が
表
れ
て
い
る
か
。

・
番
組
の
表
現
面
：
番
組
化
す
る
に
あ
た
っ
て
、
創
意
工
夫
さ
れ
て
い
る
か
。

【

】
組
【

】
Ｃ
ｈ
．
番
組
制
作
企
画
書
〈
班
ご
と
記
入
〉

◎
番
組
形
態

例
：
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
、
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
、
バ
ラ
エ
テ
ィ

※
注
意
点
：
一
人
称
の
語
り
と
三
人
称
の
語
り
の
メ
リ
ッ
ト
／
デ
メ
リ
ッ
ト
も
考
え
て
み
よ
う
。

◎
番
組
タ
イ
ト
ル

◎
役
割

班
員

役
割

班
員

役
割



第２～第３次資料

【

】
Ｃ
ｈ
．
「
道
長
と
女
院
詮
子
」
台
本
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

Ｎ
ｏ
．
１

各
自
記
入

（

）
組
（

）
番
（

）

〈
場
面
〉

〈
役
割
〉

〈
発
言
・
行
動
〉

〈
人
物
の
状
況
・
心
情
〉

〈
メ
モ
欄
〉



第２～第３次資料

【

】
Ｃ
ｈ
．
「
道
長
と
女
院
詮
子
」
台
本
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

Ｎ
ｏ
．
２

各
自
記
入

（

）
組
（

）
番
（

）

〈
場
面
〉

〈
役
割
〉

〈
発
言
・
行
動
〉

〈
人
物
の
状
況
・
心
情
〉

〈
メ
モ
欄
〉



「
あ
の
日
宣
旨
は
下
さ
れ
た
」

—
「
道
長
と
女
院
詮
子
」
を
番
組
化
し
よ
う
—

☆
発
表
の
流
れ
を
確
認
し
よ
う
☆

※
７
月
７
日
（
金
）
３
限
・
６
限
古
典
は
図
書
室
で
行
い
ま
す
。

※
遅
刻
厳
禁
、
身
だ
し
な
み
注
意
、
忘
れ
物
を
し
な
い(

取
り
に
戻
れ
な
い
）
。

持
ち
物
：
台
本
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
（
絶
対
忘
れ
な
い
！
）
、
小
道
具
、
い
つ
も
の
古
典
Ａ
授
業
の
用
意

３
限

(

１)

総
合
司
会
挨
拶

木
塚
さ
ん
、
鎌
田
さ
ん

(

２)

１
班
の
発
表
（
５
分
以
内
）

・
１
班
：
台
本
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
持
っ
て
発
表
し
て
良
い
が
、
な
る
べ
く
見
な
い
よ
う
に
顔
を
上
げ
る
。

大
き
な
声
・
身
振
り
で
は
っ
き
り
と
堂
々
と
発
表
し
よ
う
。

→
発
表
内
容
は
、
当
日
の
発
表
や
「
台
本
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
」
で
、
班
単
位
で
評
価
し
ま
す
。

・
他
班
（
視
聴
者
）
：
自
分
の
台
本
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
赤
ペ
ン
で
メ
モ
（
加
筆
修
正
な
ど
）
を
取
り
な
が
ら

視
聴
す
る
。

→
各
自
の
「
台
本
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
」
は
、
個
人
単
位
で
評
価
し
ま
す
。

(

３)

１
班
の
評
価
（
５
分
）

・
１
班
：
班
で
話
し
合
い
、
「
相
互
評
価
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
」
に
自
分
の
班
の
評
価
と
コ
メ
ン
ト
を
記
入
す
る
。

・
他
班
：
班
で
話
し
合
い
、
１
班
の
番
組
内
容
を
〈
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
（
注
）
〉
に
従
っ
て
評
価
す
る
。

「
相
互
評
価
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
」
に
評
価
と
コ
メ
ン
ト
を
記
入
す
る
。

※
評
価
は
班
長
が
中
心
と
な
っ
て
必
ず
話
し
合
っ
て
、
根
拠
を
明
確
に
し
て
決
め
る
こ
と
。

※
番
組
の
「
お
も
し
ろ
さ
」
で
評
価
す
る
の
で
は
な
い
の
で
、
注
意
。

(

４)

説
明
を
聞
く

・
１
班
の
評
価
に
つ
い
て
、
説
明
を
聞
き
、
今
後
の
評
価
の
指
針
と
す
る
。

(

５)
(

２)

・(

３)

を
８
・
４
・
７
班
も
繰
り
返
す
。
一
つ
の
班
の
番
組
～
評
価
ま
で
は
、
１
０
分
。

※
発
表
の
入
れ
替
わ
り
や
準
備
等
、
移
動
を
速
や
か
に
し
ま
し
ょ
う
！

(

６)

授
業
終
了
時
、
封
筒
に
「
台
本
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
」
以
外
を
す
べ
て
入
れ
、
前
に
持
っ
て
く
る
。

６
限

(

１)

総
合
司
会
挨
拶

木
塚
さ
ん
、
鎌
田
さ
ん

(

２)

６
・
５
・
２
・
３
班
の
発
表
と
評
価
を
３
限
同
様
に
進
め
る
。
一
つ
の
班
の
番
組
～
評
価
ま
で
は
、
１
０
分
。

※
発
表
の
入
れ
替
わ
り
や
準
備
等
、
移
動
を
速
や
か
に
し
ま
し
ょ
う
！

(

３)

優
秀
番
組
を
１
つ
選
び
、
「
相
互
評
価
シ
ー
ト
」
に
記
入
す
る
。

※
班
長
が
中
心
と
な
っ
て
必
ず
話
し
合
っ
て
、
根
拠
を
明
確
に
し
て
決
め
る
こ
と
。

(

４)

次
時
の
説
明
を
聞
く
。

(

５)

授
業
終
了
時
、
封
筒
に
「
台
本
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
」
も
含
め
て
す
べ
て
入
れ
、
前
に
持
っ
て
く
る
。

(

６)

授
業
終
了
後
、
す
べ
て
の
机
と
イ
ス
を
元
通
り
に
素
早
く
戻
し
て
教
室
へ
戻
る
。

〈
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
〉

レ
ベ
ル

観
点

５

３

１

Ａ

登
場
人
物
の
人
物
像
を
、
資

登
場
人
物
の
人
物
像
を
、
教

教
科
書
や
資
料
に
基
づ
か
な

人
物
理
解

料
な
ど
を
活
用
し
て
把
握
し
、
科
書
本
文
の
み
を
根
拠
に
把

い
、
誤
っ
た
人
物
理
解
を
し

(

番
組
内
容)

番
組
に
反
映
さ
せ
て
い
る
。

握
し
、
番
組
に
表
現
し
て
い

て
い
る
。

る
。

※
自
分
の
担
当
資

料
の
内
容
が
表
現

Ｂ

登
場
人
物
の
心
情
を
、
資
料

登
場
人
物
の
心
情
を
、
教
科

心
情
を
表
現
せ
ず
、
登
場
人

さ
れ
て
い
た
ら
、

心
情
把
握

な
ど
を
活
用
し
て
把
握
し
、

書
本
文
の
み
を
根
拠
に
把
握

物
の
行
動
の
み
を
番
組
に
表

必
ず
話
し
合
い
時

(

番
組
内
容)

番
組
に
反
映
さ
せ
て
い
る
。

し
、
番
組
に
表
現
し
て
い
る
。

現
し
て
い
る
。

に
指
摘
す
る
！

Ｃ

人
物
像
や
心
情
を
効
果
的
に

番
組
の
構
成
上
、
表
現
面
に

人
物
像
や
心
情
が
伝
わ
り
づ

表
現
の
工
夫

表
せ
る
番
組
構
成
を
と
っ
て

不
十
分
な
点
は
あ
る
が
、
人

ら
い
番
組
構
成
を
と
っ
て
い

(

番
組
構
成)

い
て
、
視
聴
者
側
に
よ
く
伝

物
像
や
心
情
が
伝
わ
っ
て
く

る
。

わ
る
。

る
。



総
合
司
会

☆
発
表
の
流
れ
を
確
認
し
よ
う
☆

※
７
月
７
日
（
金
）
３
限
・
６
限
古
典
は
図
書
室
で
行
い
ま
す
。

※
遅
刻
厳
禁
、
身
だ
し
な
み
注
意
、
忘
れ
物
を
し
な
い(

取
り
に
戻
れ
な
い
）
。

持
ち
物
：
台
本
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
（
絶
対
忘
れ
な
い
！
）
、
小
道
具
、
い
つ
も
の
古
典
Ａ
授
業
の
用
意

３
限

(

１)

総
合
司
会
挨
拶

木
塚
さ
ん
、
鎌
田
さ
ん

(

２)

１
班
の
発
表
（
５
分
以
内
）

・
１
班
：
台
本
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
持
っ
て
発
表
し
て
良
い
が
、
な
る
べ
く
見
な
い
よ
う
に
顔
を
上
げ
る
。

大
き
な
声
・
身
振
り
で
は
っ
き
り
と
堂
々
と
発
表
し
よ
う
。

→
発
表
内
容
は
、
当
日
の
発
表
や
「
台
本
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
」
で
、
班
単
位
で
評
価
し
ま
す
。

・
他
班
（
視
聴
者
）
：
自
分
の
台
本
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
赤
ペ
ン
で
メ
モ
（
加
筆
修
正
な
ど
）
を
取
り
な
が
ら

視
聴
す
る
。

→
各
自
の
「
台
本
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
」
は
、
個
人
単
位
で
評
価
し
ま
す
。

(

３)

１
班
の
評
価
（
５
分
）

・
１
班
：
班
で
話
し
合
い
、
「
相
互
評
価
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
」
に
自
分
の
班
の
評
価
と
コ
メ
ン
ト
を
記
入
す
る
。

・
他
班
：
班
で
話
し
合
い
、
１
班
の
番
組
内
容
を
〈
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
（
注
）
〉
に
従
っ
て
評
価
す
る
。

「
相
互
評
価
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
」
に
評
価
と
コ
メ
ン
ト
を
記
入
す
る
。

※
評
価
は
班
長
が
中
心
と
な
っ
て
必
ず
話
し
合
っ
て
、
根
拠
を
明
確
に
し
て
決
め
る
こ
と
。

※
番
組
の
「
お
も
し
ろ
さ
」
で
評
価
す
る
の
で
は
な
い
の
で
、
注
意
。

(

４)

説
明
を
聞
く

・
１
班
の
評
価
に
つ
い
て
、
説
明
を
聞
き
、
今
後
の
評
価
の
指
針
と
す
る
。

(

５)
(

２)

・(

３)

を
８
・
４
・
７
班
も
繰
り
返
す
。
一
つ
の
班
の
番
組
～
評
価
ま
で
は
、
１
０
分
。

※
発
表
の
入
れ
替
わ
り
や
準
備
等
、
移
動
を
速
や
か
に
し
ま
し
ょ
う
！

(

６)

授
業
終
了
時
、
封
筒
に
「
台
本
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
」
以
外
を
す
べ
て
入
れ
、
前
に
持
っ
て
く
る
。

６
限

(

１)

総
合
司
会
挨
拶

木
塚
さ
ん
、
鎌
田
さ
ん

(

２)

６
・
５
・
２
・
３
班
の
発
表
と
評
価
を
３
限
同
様
に
進
め
る
。
一
つ
の
班
の
番
組
～
評
価
ま
で
は
、
１
０
分
。

※
発
表
の
入
れ
替
わ
り
や
準
備
等
、
移
動
を
速
や
か
に
し
ま
し
ょ
う
！

(

３)

優
秀
番
組
を
１
つ
選
び
、
「
相
互
評
価
シ
ー
ト
」
に
記
入
す
る
。

※
班
長
が
中
心
と
な
っ
て
必
ず
話
し
合
っ
て
、
根
拠
を
明
確
に
し
て
決
め
る
こ
と
。

(

４)

次
時
の
説
明
を
聞
く
。

(

５)

授
業
終
了
時
、
封
筒
に
「
台
本
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
」
も
含
め
て
す
べ
て
入
れ
、
前
に
持
っ
て
く
る
。

(

６)

授
業
終
了
後
、
す
べ
て
の
机
と
イ
ス
を
元
通
り
に
素
早
く
戻
し
て
教
室
へ
戻
る
。

※
全
体
に
注
意
喚
起
し
て
ほ
し
い
こ
と
（
そ
の
都
度
喚
起
し
て
下
さ
い
。
）

・
番
組
の
視
聴
や
班
で
の
話
し
合
い
は
、
必
ず
イ
ス
ご
と
身
体
の
向
き
を
か
え
る
。

・
番
組
を
視
聴
し
て
い
る
と
き
は
、
必
ず
メ
モ
を
と
る
。

・
評
価
や
番
組
評
論
の
コ
メ
ン
ト
は
、
班
で
話
し
合
い
、
〈
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
〉
に
従
っ
て
根
拠
明
確
に
し
て
決
め
る
こ
と
。

ま
た
、
自
分
の
担
当
資
料
の
内
容
が
番
組
に
表
現
さ
れ
て
い
た
ら
、
話
し
合
い
内
で
指
摘
す
る
こ
と
。

※
３
限
の

初
の
挨
拶
（
振
り
ま
す
）
と
終
わ
り
の
一
言
、
６
限
の

初
の
挨
拶
（
振
り
ま
す
）
と

後
の
挨
拶

を
考
え
て
お
い
て
下
さ
い
。

※
番
組
を
始
め
る
時
は
、
「
○
チ
ャ
ン
ネ
ル
【
放
送
局
名
】
の
【
番
組
タ
イ
ト
ル
】
」
を
紹
介
し
て
下
さ
い
。

※
番
組
が
終
わ
っ
た
時
は
、
「
○
チ
ャ
ン
ネ
ル
【
放
送
局
名
】
の
【
番
組
タ
イ
ト
ル
】
で
し
た
。
」
と
言
い
、
何
か
一
言
付
け

加
え
て
下
さ
い
。
そ
の
後
、
評
価
に
移
る
指
示
を
出
し
て
下
さ
い
。

※
進
行
は
、
早
す
ぎ
ず
、
遅
す
ぎ
ず
で
よ
ろ
し
く
！

６
限(

３)

ま
で
で
時
間
が
余
っ
た
ら
、
優
秀
作
品
の
結
果
発
表
を
し
て
下
さ
い
。


